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餘
慶
寺
の
鐘
を
撞
き
、
除
夜
の
鐘
を
奏
で
ま
し
ょ
う
。

　

　
　

平
成
二
十
六
年
は
気
候
変
動
や
地
殻
変
動
、
世
界
情
勢
の

厳
し
い
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
日
常
の
生
活
に
不
満
の

あ
る
一
部
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
、
悲
惨
な
事
件
も
累る
い
る
い々

と
お
き

ま
し
た
。
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
っ
て
い
く
情
報
化
社
会
。
テ

レ
ビ
の
中
で
は
、
先
ほ
ど
ま
で
し
ん
み
り
と
伝
え
て
い
た
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
の
表
情
が
、今
度
は
一
変
笑
顔
に
な
っ
て
い
ま
す
。

明
日
に
な
れ
ば
昨
日
の
ニ
ュ
ー
ス
さ
え
忘
れ
去
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
置
き
去
ら
れ
た
被
災
者
や
被
害
者
。
こ
れ
が
現

実
社
会
で
す
。

　

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
は
「
他た

に
思
い
を
遣や

り
」
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
は
祈
り
願
う
こ
と
。
祈

り
や
願
い
は
効
果
が
な
い
と
言
う
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
さ

れ
ど
祈
り
や
願
い
が
な
く
な
れ
ば
、
世
の
中
の
ご
縁
が
ほ
つ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
祈

り
や
願
い
を
持
ち
続
け

れ
ば
、
み
仏ほ

と
けと
私
と
、
悩

め
る
人
々
と
の
ご
縁
が

保
た
れ
ま
す
。・
・
・
全

て
の
人
々
が
幸
せ
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
。今
こ
そ「
思

い
を
遣
る
」
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

年
末
年
始
、
上
寺
山
へ

ぜ
ひ
と
も
お
詣ま

い

り
く
だ

さ
い
。 上

寺
山
両
詣
り

　

～
す
べ
て
を
結
ぶ
「
思
い
や
り
」
～

お
焚
き
上
げ
法
要

　
　（
東
向
き
観
音
石
像
前
）

　

十
二
月
三
十
一
日
（
水
）
二
十
一
時

　
古
い
お
札
、
だ
る
ま
、
お
守
り
な
ど

を
過
ぎ
ゆ
く
一
年
に
感
謝
の
意
を
こ
め

て
お
焚
き
上
げ
い
た
し
ま
す
。

除
夜
の
鐘
つ
き
（
餘
慶
寺
鐘
楼
）

　

十
二
月
三
十
一
日
（
水
）　　
　
　

　
　
　
　
　
　

二
十
三
時
四
十
五
分

　
除
夜
の
鐘
撞
き
で
す
。
先
着
一
〇
八

名
の
方
に
は
「
鐘
撞
き
の
証
」
を
お
渡

し
い
た
し
ま
す
。
県
指
定
重
要
文
化
財

の
餘
慶
寺
の
鐘
で
、
新
年
を
迎
え
る
除

夜
の
鐘
を
撞
き
ま
し
ょ
う
。

修
正
会
（
餘
慶
寺
本
堂
）

　

一
月
一
日
（
木
）・
二
日
（
金
）
十
時

　

一
月
三
日
（
土
）   　
　
　
　

八
時

　
お
正
月
の
お
勤
め
で
す
。
新
年
を
迎

え
、
上
寺
山
と
檀
信
徒
の
皆
様
の
一
年
間

の
家
内
安
全
、
無
病
息
災
を
お
祈
り
す

る
大
般
若
転
読
法
要
を
行
い
ま
す
。

薬
師
護
摩
供
（
薬
師
堂
）

　

十
二
月
三
十
一
日
（
水
）

　
　
　
　
　

二
十
一
時
～
翌
一
時
半

　

一
月
一
日
（
木
）・
二
日
（
金
） 　

　
　
　
　
　

十
一
時
～
十
六
時

楊
潅
頂
の
お
清
め（
八
角
堂
）

　

十
二
月
三
十
一
日
（
水
）

　
　
　
　
　

二
十
一
時
～
翌
一
時
半

　

一
月
一
日
（
木
）・
二
日
（
金
）　　

　
　
　
　
　
　

十
一
時
～
十
六
時

恵
亮
院
よ
り

　
毘
沙
門
天
王
縁
日
護
摩
祈
祷

　
　（
於
　
恵
亮
院
毘
沙
門
堂
）

　
　
毎
月
三
日
　
午
前
十
時
～

　
※
平
成
二
十
七
年
二
月
三
日
は
法
務

　
　
の
都
合
に
よ
り
お
休
み
し
ま
す
。

本
乘
院
よ
り

　
写
経
会
（
於
　
本
乘
院
客
殿
）

　
　
毎
月
第
三
日
曜
日

　
十
一
月
～
三
月
　
午
前
七
時
～

定
光
院
よ
り

　
大
聖
歓
喜
天
縁
日（
於
　
定
光
院
）

　
　
毎
月
十
五
日
　
早
朝
よ
り

　
※
病
気
平
癒
等
の
ご
祈
祷
は
随
時

　
　
受
付
し
て
い
ま
す
。

　
薬
師
縁
日
（
於
　
薬
師
堂
）

　
　
毎
月
八
日
　
午
前
十
時
～

　
　（
八
月
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

　
　
護
摩
供
養
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
ご
祈
祷
の
お
申
し
込
み
は
納
経

　
　
所
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　
観
音
縁
日
（
於
　
本
堂
）

　
　
毎
月
十
八
日
　
午
前
八
時
～ 

　
　
み
ん
な
で
観
音
経
を
あ
げ
ま
す
。

　
　
お
経
本
は
本
堂
に
あ
り
ま
す
の

　
　
で
、
お
気
軽
に
お
詣
り
く
だ

    

さ
い
。
　
　
　
　
　

各
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

餘
慶
寺
よ
り
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新
年
の
各
種
授
与
品
は
回
廊
に
て
！
初
詣
の
際
は
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

上
寺
の
鐘
が
九
州
国
立
博
物
館
へ

　

い
よ
い
よ
上
寺
の
鐘
（
梵
ぼ
ん
し
ょ
う鐘
：
県
指
定
重
要
文
化
財
）
が
九
州
国
立
博
物
館
へ
出
品
さ
れ
ま

す
。
日
程
は
平
成
二
十
七
年
一
月
二
十
六
日
（
月
）
十
時
頃
よ
り
午
後
に
か
け
て
取
り
外
し
作

業
が
始
ま
り
ま
す
。
鐘
楼
は
市
指
定
重
要
文
化
財
で
す
が
、
狭
い
建
物
の
空
間
を
ど
の
よ
う
に

運
び
出
さ
れ
る
の
か
、
専
門
職
の
技
を
見
届
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
当
日
は
作
業
の
様
子
を
一

般
公
開
い
た
し
ま
す
の
で
、
歴
史
的
瞬
間
に
お
立
ち
会
い
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、九
州
国
立
博
物
館
で
の
展
示
は
平
成
二
十
七
年
四
月
二
十
一
日
～
五
月
三
十
一
日
（
開

館
十
周
年
特
別
展
）
の
予
定
で
す
。

　

十
二
月
三
十
一
日
（
水
）
二
十
一
時
～
翌
一
時
半

　

一
月
一
日
（
木
）
二
日
（
金
）
十
一
時
～
十
六
時

　
年
末
年
始
の
両
詣
り
の
際
に
厳
修
し
ま
す
。

　
ご
祈
祷
の
お
申
し
込
み
は
納
経
所
へ
お
願
い
し
ま

す
。
両
詣
り
の
際
に
は
薬
師
堂
に
て
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。
ご
祈
祷
料
は
、
五
千
円
、
三
千
円
。
添
え

護
摩
木
は
三
百
円
で
す
。

　
な
お
大
晦
日
～
元
日
に
ご
祈
祷
を
受
け
た
方
へ
は
、
福
も
ち
を
お
渡
し
し

ま
す
。（
数
に
限
り
あ
り
）

願
い
事
と
し
て
は
・
・
・

　
家
内
安
全
　
商
売
繁
昌

　
学
業
成
就
　
心
身
健
全
　

　
安
産
成
就
　
良
縁
成
就

　
心
願
成
就
　
病
気
平
癒

　
厄
難
消
除
　
他

薬
師
堂
の
護
摩
供
養

薬
師
堂
か
ら
の
お
知
ら
せ

平成 27 年　厄年一覧
男性 女性

前厄 本厄 後厄 前厄 本厄 後厄

24歳
平成 4年生

25歳
平成 3年生

26歳
平成 2年生

18歳
平成 10年生

19歳
平成 9年生

20歳
平成 8年生

41歳
昭和 50年生

42歳
昭和 49年生

43歳
昭和 48年生

32歳
昭和 59年生

33歳
昭和 58年生

34歳
昭和 57年生

60歳
昭和 31年生

61歳
昭和 30年生

62歳
昭和 29年生

36歳
昭和 55年生

37歳
昭和 54年生

38歳
昭和 53年生

歳はかぞえ歳です。
60歳

昭和 31年生
61歳

昭和 30年生
62歳

昭和 29年生

年
　
回

寂
　
年

平成27年　年回表
一

周

忌

平
成
二
十
六
年

三

回

忌

平
成
二
十
五
年

七

回

忌

平
成
二
十
一
年

十
三
回
忌

平
成
十
五
年

十
七
回
忌

平
成
十
一
年

二
十
三
回
忌

平
成
　
五
　
年

二
十
五
回
忌

平
成
　
三
　
年

二
十
七
回
忌

平
成
　
元
　
年

三
十
三
回
忌

昭
和
五
十
八
年

五
十
回
忌

昭
和
四
十
一
年

古
い
お
札
、
だ
る
ま
、
お
守
り
を

　
　
お
焚
き
上
げ

　
　
　
　
い
た
し
ま
す
。

年
末
に
な
り
ま
し
た
ら

　
　
本
堂
へ

　
　
　
　
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

 

楊
潅
頂
の
お
清
め
（
八
角
堂
）

　

十
二
月
三
十
一
日
（
水
）　

二
十
一
時
～
翌
一
時
半

　
一
月
一
日
（
木
）・
二
日
（
金
）　

十
一
時
～
十
六
時

　

春
の
芽
吹
き
を
象
徴
す
る
楊
の
枝
を
使
っ
て
千
手
観

音
様
に
お
供
え
し
た
清
ら
か
な
霊
水
を
皆
様
の
頭
上
に

注
い
で
清
め
て
頂
き
ま
す
。
本
堂
へ
ご
参
拝
の
後
は
、
八

角
堂
へ
お
詣
り
く
だ
さ
い
。
お
清
め
を
受
け
ら
れ
た
方
全

員
に
御
守
り
カ
ー
ド
を
謹
呈
い
た
し
ま
す
。
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毎
月
十
八
日
は
観
音
縁
日
。
午
前
八
時
よ
り
観
音
経
を
読
誦
し
ま
す
。

ひ
と
く
ち
法
話

「
手
」
の
表
現
力

　

手
の
し
ぐ
さ
は
、
人
の
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
や
意
志
を
表
わ
す
こ
と
の
で

き
る
一
種
の
こ
と
ば
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
人
を
招
く
時
に
は
手
を
上
下
に
動
か
し
、
あ
る
事
を
否
定
す

る
時
に
は
手
を
横
に
振
っ
た
り
し
ま
す
。
賛
成
す
る
時
や
喜
び
の
気
持
ち

を
表
わ
す
に
は
拍
手
を
し
ま
す
。
音
を
た
て
な
い
で
静
か
に
両
手
を
合
わ

せ
れ
ば
、
向
き
合
う
相
手
に
対
し
て
自
分
の
身
と
心
を
手
に
集
中
し
て
自

分
を
丸
ご
と
相
手
に
差
し
出
す
こ
と
を
も
意
味
し
ま
す
。

　

こ
れ
が
、
神
仏
に
対
し
て
静
か
に
手
を
合
わ
せ
れ
ば
「
合
掌
」
で
、
一

心
に
念
ず
る
祈
り
の
し
ぐ
さ
と
な
り
ま
す
。
そ
の
合
わ
せ
た
手
は
蓮
の

つ
ぼ
み
を
意
味
し
て
い
る
の
で
す
。
両
手
を
少
し
ふ
く
ら
ま
せ
た
合
掌
を

「
蓮れ
ん
げ
が
っ
し
ょ
う

華
合
掌
」
と
い
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
そ
の
人
の
仏
の
心
が
ま
さ
に
開
花

し
よ
う
と
す
る
姿
を
表
わ
し
て
い
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
仏
の
世
界
で
も
、
手
の
形
で
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。
仏
像
の
手
や
指
の
形
を
「
印い
ん
ぞ
う相
」
と
い
い
ま
す
。
合
掌
も
印
相
で
、

右
手
が
仏
を
左
手
が
人
間
を
表
わ
し
て
お
り
、
そ
れ
を
合
わ
せ
る
こ
と
で

仏
と
そ
の
人
と
が
一
体
と
な
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
す
。

　

仏
様
は
そ
れ
ぞ
れ
に
印
相
が
異
な
っ
て
い
ま
す
。

　

阿
弥
陀
如
来
は
、
全
て
の
人
を
極
楽
に
迎
え

入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
極
楽
世
界
の
様
子

を
印
相
に
よ
っ
て
説
明
し
て
お
ら
れ
る
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
手
は
人
の
意
志
や
表
情
を
表
わ

す
と
同
時
に
人
間
を
超
え
た
仏
様
の
世
界
で
も

い
ろ
い
ろ
な
意
味
を
示
し
て
い
ま
す
。
仏
像
と
相

対
さ
れ
た
時
、
そ
の
手
の
形
（
印
相
）
に
も
注
視

し
て
ご
拝
観
く
だ
さ
い
。

特
別
寄
進
の
お
す
す
め

　
大
般
若
経

　

大
だ
い
は
ん
に
ゃ
き
ょ
う

般
若
経
は
六
百
巻
と
い
う
膨
大
な
巻
数
を
誇
る
「
仏
教
経
典
の
王
さ
ま
」
で
す
。

中
国
の
唐
の
時
代
、
玄げ

ん
じ
ょ
う
さ
ん
ぞ
う
ほ
う
し

奘
三
蔵
法
師
が
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
往
復
し
、
イ
ン
ド
か
ら
命
が

け
で
持
ち
帰
り
、
四
年
間
を
か
け
て
翻ほ

ん
や
く訳
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
功く
ど
く徳
は
絶
大
で
あ
る

と
言
わ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
奈
良
の
時
代
よ
り
「
大
般
若
経
転て

ん
ど
く
え

読
会
」
を
行
っ
て
祈
願
し
た
と
『
日

本
書
紀
』
に
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
大
般
若
経
が
餘
慶
寺
に
も
保
持
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
平
成
の
大
修
理
の
際
に
修
復
を
い
た
し
ま
し
た
。
現
在
は
本
堂
に
備
え

ら
れ
、
正
月
や
晋し

ん
ざ
ん
し
き

山
式
（
住
職
就
任
式
）
の
際
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
「
大
般
若
経
」
六
百
巻
の
一
巻
ず
つ
に
一
口
一
万
円
の
ご
寄
進
を
お
受
け
し
て

お
り
ま
す
。
餘
慶
寺
住
職
が
経
巻
の
裏
表

紙
に
お
施
主
名
と
お
願
い
ご
と
の
墨
書
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
、後
世
へ
伝
え
て
参
り
ま
す
。

お
願
い
ご
と
は

家
内
安
全
や
心

願
成
就
、
先
祖

供
養
な
ど
を
お

書
き
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し

ま
す
。
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毎
月
第
二
日
曜
日 

午
後
二
時
よ
り
阿
弥
陀
堂
に
て
納
骨
堂
説
明
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。編

集
後
記

　

十
二
月
号
の
積

善
を
作
成
し
て
い
ま

す
と
、
今
年
の
年
の

瀬
も
近
づ
い
て
き
た

な
と
毎
年
感
じ
る

も
の
で
す
。

　

今
年
は
例
年
に

比
べ
て
夏
が
涼
し
く

快
適
で
し
た
。
冬
は

例
年
よ
り
も
暖
か

く
快
適
で
あ
る
と

良
い
の
で
す
が
・・・
。

　

何
か
と
忙
し
い
の

が
師
走
で
す
ね
。
風

邪
な
ど
ひ
き
ま
せ
ぬ

よ
う
、
良
い
お
年
を

お
迎
え
く
だ
さ
い
。

 
十
三
仏
に
つ
い
て
～
観か
ん
の
ん
ぼ
さ
つ

音
菩
薩
～

　

観
音
さ
ま
は
と
て
も
優
し
い
お
顔
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
観
音
さ
ま
の

慈じ

ひ悲
の
心
が
ま
る
で
母
親
の
よ
う
な
優
し
さ
と
表
現
さ
れ
る
た
め
で
す
。

　

観
音
さ
ま
は
「
音
を
観
る
」
と
書
き
ま
す
が
、
こ
れ
は
我
々
の
救
い
を
求
め

る
声
を
聞
き
も
ら
す
こ
と
無
く
、
悩
み
や
苦
し
み
か
ら
救
い
出
し
て
下
さ
る
と

言
う
意
味
で
す
。

　

ま
た
観
音
様
は
い
ろ
い
ろ
な
お
姿
に
変
化
さ
れ
て
人
々
を
救
う
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
人
々
を
救
う
の
に
必
要
な
手
立
て
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
て
、

そ
れ
に
応
じ
て
姿
を
変
え
る
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

上
寺
に
は
多
く
の
観
音
さ
ま
が
お
ま
つ
り
さ
れ
て
い
ま
す
。

千せ
ん
じ
ゅ手
観
音
（
本
堂
・
定
光
院
・
本
乘
院
）

聖し
ょ
う観
音
（
薬
師
堂
・
十
三
仏
堂
・
吉
祥
院
）

十
一
面
観
音
（
薬
師
堂
・
明
王
院
・
定
光
院
・
恵
亮
院
）

如に
ょ
い
り
ん

意
輪
観
音
（
明
王
院
）

不ふ
く
う
け
ん
ざ
く

空
羂
索
観
音
（
吉
祥
院
）

寺
子
屋
便
り

　

先
日
の
寺
宝
展
の
際
は
、
九
州
国
立
博
物
館
の
望
月
規
史
先
生

を
お
招
き
し
、『
餘
慶
寺
の
梵
鐘
と
豊
後
・
大
友
氏
』
と
い
う
題

目
で
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
台
風
が
接
近
す
る
中
で
し

た
が
、
大
勢
の
方
が
聴
講
に
訪
れ
、
餘
慶
寺
の
梵
鐘
の
特
徴
や
九

州
の
鋳
物
師
と
の
関
わ
り
な
ど
興
味
深
い
話
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。講
演
後
も
時
間
の
許
す
限
り
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、

盛
会
の
内
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（
写
真
）

　

餘
慶
寺
で
は
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
講
座
を
開
講
予
定
で
す
の

で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

  

よ
け
い
じ
寺
子
屋
（
予
定
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
場　

餘
慶
寺
会
館
（
十
四
時
～
）

今
後
の
予
定

☆
『
法
事
に
つ
い
て
』　 　
　
　
　
　
　

十
二
月
十
三
日
（
土
）

　
　

講
師　

恵
亮
院
名
誉
住
職　
　
　
　
　
　

 

横
野
祐
彰
師

☆
『「
天
台
宗
歌
」
～
ご
詠
歌
に
つ
い
て
～
』 一
月
十
八
日
（
日
）

　
　

講
師　

円
珠
院
住
職　
　
　
　
　
　
　
　

 

柆
田
宏
全
師

☆
『
梵
鐘
運
び
出
し
作
業
の
特
別
公
開
』 

一
月
二
十
六
日
（
月
）

　
　

※
時
：
十
時
～
十
六
時　
　

場
所
：
鐘
楼
周
辺

　
　
　

実
際
に
梵
鐘
が
取
り
出
さ
れ
る
の
は
午
後
に
な
る
予
定

　
　
　

で
す
。
時
間
詳
細
は
当
日
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

☆
『「
分
か
り
や
す
い
仏
教
講
座
」～
そ
の
１
～
』  　
二
月
十
四
日
（
土
）

　
　

講
師　

定
光
院
・
円
乘
院
住
職　
　
　
　

 

西
野
祐
誠
師

☆
『
餘
慶
寺
古
文
書
読
解
（
仮
）』　　

 　

二
月
二
十
一
日
（
土
）

　
　

講
師　
瀬
戸
内
市
教
育
委
員
会 

社
会
教
育
課　

村
上
岳
先
生

※
聴
講
無
料
で
す
。


